
Applicants need to send this form to AUN/SEED-Net after it is filled by an expected research supervisor.
Attachment 4

Instruction for applicants:
1 Applicants need to ask their expected supervisor of Japanese Supporting University to fill in this form (Attachment 4).
2

3

4

Section 1: Applicant's Information (to be filled by applicant)
1 Given name (First name)
2 Family name (Last name)
3 University (Sending Institution)

Section 2: Supervisor's Information 指導予定教官
1 Family name (Last name) 姓
2 Given name (First name) 名
3 Title (Prof, Dr, etc.) 学位・称号
4 Affiliation (Department, 所属先（学部等）
5 University 所属大学
6 Contact address 勤務先住所

7 Telephone 電話番号
8 Fax ＦＡＸ番号
9 Email Ｅメールアドレス

Section 3: PhD course information 出願コース関連情報
1 Course title

2 Location of campus キャンパス名
3 Course start date DD/MM/YYYY 入学日 年月日

4 Application deadline DD/MM/YYYY 出願締め切り日 年月日

5 Type of screening 選考方法

6 Exam fee (amount) 選考料

7 DD/MM/YYYY 選考料支払期限 年月日

Section 4: Acceptance of supervision 研究指導にかかる同意 
1 同意可否

2 研究生として事
前渡航する必要
性*

研究生の期間

3 Check items 【要　確認事項】
修士と博士課程
　研究領域整合
性

(ASEAN University Network / Southeast Asia Engineering Education Development Network)

Conditional Acceptance Letter of Doctoral Degree Program in Japan 2017　（2017年度本邦博士プログラム研究指導内諾書）

Please fill AUN/SEED-Net Doctoral Degree Program in Japan Application Form in advance, and send it to the expected 

supervisor together with this form (Attachment 4).
Please provide support documents (for example, research proposal) to the expected supervisor for his/her consideration of 

your capacity to conduct a research.
After you receive the filled "Conditional Acceptance Letter" from the expected supervisor, please submit together with your 

scholarship application form.

指導教官となる予定の先生方へのお願い（質問事項への回答） 

JICAプロジェクト・AUNシードネットの国内支援大学に所属され、奨学金申請者の指導教官となっていただける先生方におかれましては、あらかじめ研究
指導内諾書(当フォーム）のご提出をお願いしております。奨学金申請者が提出いたします所定の奨学金申請書、成績証明書、研究計画書等の内容をご
確認いただき、当該申請者が貴学の博士課程（後期）での研究を行うのに十分な能力を有しているか、ご判断いただければ幸いです。研究指導のご内
諾をいただける場合には、申請者は貴学の選考手続きに沿って出願を行い、合否の判定を受けることになります。また、研究能力を見極めるために、先
生のご指導のもとで研究生として事前渡航するのが適切とご判断されます場合には、その旨、記載をお願いします。事務局では、研究指導内諾書と他申
請書類の情報をもとに、奨学生を選考いたします。なお、現時点では奨学金申請者への奨学金支給は未定である点につきご留意願います。

以下項目にご記入になる前に、当ファイルのシート2枚目に記載されているシードネット本邦博士プログラムについて【2017年度版】をご一読願います。

以上の項目にご記入いただきましたら、ＰＤＦフォーマットで応募者に研究内諾書（当フォーム）をご返信いただければ幸いです。記載内容につきまして、
事務局から後日、先生に照会させていただくことがございます。ご協力いただきまして誠にありがとうございました。

ASEAN側の指
導教官、研究者
への照会

(2)Reference to supervisor

*研究生としての事前渡航の必要性が認められる場合、2018年春入学の奨学生を対象として2017年10月から6カ月の研究生期間を認めます（公費支給
の対象）。また、研究生の期間なしで、2017年10月から博士課程（後期）に入学することも可能です。

Acceptance of supervision

(1)Research topic consistency

（記入例、本邦での試験受験必須等）

Need of research studentship

Duration of research studentship

Exam fee payment 

deadline

（For example: Exam in Japan is 

required, etc.）

博士後期課程コ
ース名称

（記入例、修士課程の研究領域と博士課程の研究領域が同じ）

（記入例、修士課程の指導教官と知人。申請者の情報を得ており、研究能力に問題がないことは
確認済）

（記入例、本学の選考に合格した場合、研究指導を行うことに同意）

（記入例①博士課程後期を受験するにあたり、6カ月の事前渡航の必要有。　記入例②奨学金申
請者の研究能力は提出された出願書類と選考試験の実施により判断が可能であり、6カ月の研究
生期間は必要ない）

（記入例、2017年10月から2018年3月までの6カ月）


